
一
般
社
団
法
人
富
山
県
経
営
者
協
会
品
質
工
学
賞

「
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
電
子
写
真
カ
ラ

ー
画
像
総
合
評
価
の
研
究

２

―
単
位

空
間
の
定
義
の
再
検
討
―
」

品
質
工
学
　
Ｖ
ｏ
ｌ．

　

２

　
野
田
健
次
氏

写
真

東

京
電
機
大
学

、
石
毛
和
典

氏

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ビ
ジ

ネ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

、

門
前
範
樹
氏

同

、
梅
津

昌
彦
氏

同

、
田
村
希
志

臣
氏

同

、
竹
田
誠
氏

同

、
斎
藤
之
男
氏

東

京
電
機
大
学

、
矢
野
宏
氏

同

＊

　
一
般
社
団
法
人
富
山
県
経

営
者
協
会
品
質
工
学
賞
は
、

日
本
の
企
業
に
貢
献
す
る
優

秀
な
論
文
に
与
え
ら
れ
る
賞

で
あ
る
。
技
術
開
発
を
通
し

て
の
企
業
へ
の
貢
献
な
い
し

は
社
会
へ
の
貢
献
を
重
視
し

て
い
る
。

　
現
在
は
消
費
者
の
視
点
で

の
技
術
開
発
が
望
ま
れ
て
い

る
。
消
費
者
の
視
点
と
な
る

と
人
間
に
よ
る
評
価
で
あ
る

官
能
検
査
は
欠
か
せ
な
い
。

し
か
し
、
官
能
検
査
は
測
定

法
と
し
て
は
安
定
性
や
精
度

な
ど
に
問
題
が
多
く
、
官
能

検
査
そ
の
も
の
の
技
術
開
発

が
望
ま
れ
て
い
る
。
同
研
究

に
お
い
て
コ
ピ
ー
機
の
画
像

総
合
評
価
と
い
う
官
能
検
査

に
取
り
組
み
成
果
を
上
げ
て

い
る
こ
と
を
評
価
し
た
。

　
い
わ
ゆ
る
官
能
検
査
で

は
、
真
の
値
の
変
化
が
不
明

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ

に
対
し
て
、
コ
ピ
ー
機
の
評

価
に
世
代
コ
ピ
ー
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
の
値

の
代
用
と
し
た
点
は
評
価
で

き
る
。
コ
ピ
ー
機
の
メ
ー
カ

で
は
、
既
に
こ
の
よ
う
な
工

夫
を
行
っ
て
い
る
と
い
う

が
、
積
極
的
に
研
究
と
し
て

公
開
さ
れ
た
の
は
同
論
文
が

初
め
て
で
あ
り
、
そ
こ
も
評

価
し
た
。
企
業
内
に
情
報
を

囲
い
込
む
の
は
、
技
術
の
発

展
に
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

核
心
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
隠
さ
れ

て
い
て
も
、
公
開
し

切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
技
術

せ
っ
さ
た
く
ま

は
発
展
す
る
。

品
質
工
学
会
Ａ
Ｓ
Ｉ
賞

「
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
製
品
の
テ
ス
ト
に

対
す
る
品
質
工
学
の
適
用
」

品
質
工
学
　
Ｖ
ｏ
ｌ．

　

５

　
榛
葉
悟
氏

写
真

Ｎ
Ｋ

ワ
ー
ク
ス

、
室
溝
誠
治
氏

同

、
内
山
裕
文
氏

ノ

ー
リ
ツ
鋼
機

、
西
原
猛
氏

Ｎ
Ｋ
ワ
ー
ク
ス

、
和
田

哲
也
氏

同

、
小
倉
岳
氏

同
、
吉
田
順
也
氏

同
、

坂
口
洋
二
氏

同
＊

　
品
質
工
学
会
Ａ
Ｓ
Ｉ
賞
は

米
国
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
　

Ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｌ
ｉ
ｅ
ｒ
　
Ｉ
ｎ

ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｔ
ｅ
に
よ
り
選

定
さ
れ
る
賞
で
あ
る
。

　
同
研
究
は
開
発
さ
れ
た
シ

ス
テ
ム
の
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
の
試
験
を
直
交
表
の

利
用
で
合
理
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
と

は
開
発
さ
れ
た
後
の
確
認
で

あ
り
、
本
当
に
こ
の
設
計
や

仕
様
で
い
い
の
か
、
他
に
問

題
が
な
い
か
、
想
定
外
の
条

件
は
本
当
に
想
定
外
で
い
い

の
か
を
見
極
め
る
た
め
の
試

験
で
あ
る
。
思
い
も
寄
ら
ぬ

弊
害
を
見
つ
け
る
の
も
バ
リ

デ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
日
本

で
は
「
バ
グ
出
し
」
と
い
う

呼
ば
れ
か
た
を
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
米
国
で
は
Ｓ

ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
　
Ｂ
ｅ
ｈ
ａ
ｖ

ｉ
ｏ
ｒ
　
Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｓ
Ｂ
Ｔ

と
呼
ん
で
い

る
。

　
古
く
は
１
９
９
９
年
に
ミ

サ
イ
ル
の
多
種
多
様
な
使
用

条
件
の
ど
の
よ
う
な
組
み
合

わ
せ
で
も
大
丈
夫
か
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
と
い
う
米
Ｉ
Ｔ
Ｔ

の
事
例
が
あ
っ
た
。
現
在
で

も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
残
念

な
が
ら
一
部
の
企
業
に
限
ら

れ
て
い
る
。
　

　
米
国
に
お
け
る
Ｓ
Ｂ
Ｔ
の

応
用
の
活
性
化
を
考
え
て
、

同
研
究
に
授
賞
し
た
。

銀賞
「
艶
消
し
塗
料
の
配
合
最
適
化
」

品
質
工
学
　
Ｖ
ｏ
ｌ．

　

１

「
射
出
成
形
の
生
産
工
程
設
計
方
法
の
研

究
―
可
塑
化
装
置
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
計
か

ら
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
解
析
ま
で
―
」

品
質
工
学
　
Ｖ
ｏ
ｌ．

　

１

印
鑑
照
合
シ
ス
テ
ム
へ
の
誤
圧
の
適
用

品
質
工
学
　
Ｖ
ｏ
ｌ．

　

４

　
松
井
智
隆
氏

写
真

東
亞

合
成

、
森
泰
彦
氏

同

、

阿
知
波
正
史
氏

同

、
森
義

和
氏

同

、
中
島
建
夫
氏

東
京
電
機
大
学＊

　
現
場
施
工
の
建
築
用
塗
料
は

同
じ
条
件
で
塗
布
で
き
な
く
、

塗
布
条
件
の
違
い
に
よ
り
仕
上

が
り
に
む
ら

ば
ら
つ
き

が

出
て
く
る
。
塗
布
条
件
の
違
い

を
誤
差
に
し
、
入
射
角
と
反
射

光
量
の
関
係
を
測
定
し
、
標
準

Ｓ
Ｎ
比
に
よ
り
ば
ら
つ
き
を
評

価
す
る
機
能
性
評
価
の
考
え
を

用
い
、
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
設
計
に

よ
り

、
す
な
わ
ち
ば
ら
つ

き
を

分
の
１
に
す
る
成
果
を

得
て
い
る
。
さ
ら
に
、
従
来
は

開
発
に
１
年
以
上
か
か
る
と
こ

ろ
を
数
カ
月
と
い
う
短
期
間
で

完
了
し
、
商
品
化
に
成
功
し
た

と
い
う
。
品
質
工
学
の
機
能
性

評
価
と
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
設
計
の

有
用
性
を
実
証
し
た
こ
と
を
評

価
し
た
。

　
ま
た
、
実
験
と
解
析
は
丁
寧

に
行
わ
れ
て
お
り
、
事
例
研
究

の
見
本
と
な
る
と
こ
ろ
も
評
価

し
た
。

　
矢
野
耕
也
氏

写
真

日
本

大
学
　、　大
坂
一
司
氏

同

、

鴨
下
隆
志
氏

応
用
計
測
研
究

所

＊

　
印
鑑
照
合
は
登
録
印
影
に
一

致
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
も
の
で
、
パ
タ
ー
ン
認
識

で
あ
り
、
画
像
認
識
で
あ
る
。

田
口
玄
一
博
士
が
画
像
認
識
で

最
初
に
提
案
し
た
Ｒ
Ｔ
法
で

は
、
ほ
ぼ
一
致
し
た
場
合
の
距

離
Ｄ
が
ゼ
ロ
近
く
に
な
ら
ず
、

実
用
化
段
階
で
問
題
と
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
同
研
究
は
田
口

博
士
が
提
案
し
た
も
う
一
つ
の

画
像
認
識
の
方
法
で
あ
る
誤
圧

法
に
よ
っ
て
、
対
応
可
能
で
あ

る
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
て
お

り
、
そ
の
こ
と
を
評
価
し
た
。

　
日
本
に
お
い
て
は
不
動
産
取

引
、
金
融
取
引
な
ど
で
印
鑑
照

合
は
多
く
行
わ
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
自
動
化
す
る
こ
と
の
価
値

は
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
の
早
期
実

用
化
を
期
待
し
た
い
。

　
常
田
聡
氏

写
真

日
精
樹

脂
工
業

、
清
水
久
登
氏
同

＊

　
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
設
計
に
よ
る

技
術
開
発
、
オ
ン
ラ
イ
ン
品
質

工
学
に
よ
る
工
程
管
理
で
、
そ

れ
ぞ
れ
個
別
に
大
き
な
成
果
を

上
げ
た
事
例
は
多
い
。
開
発
の

一
般
的
な
流
れ
は
、
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
設
計
で
最
適
条
件
を
決

め
、
そ
の
条
件
を
基
に
量
産
に

取
り
か
か
る
。
次
に
量
産
化
の

段
階
で
は
、
量
産
条
件
を
決
め

て
か
ら
工
程
管
理
条
件
の
最
適

化
を
検
討
す
る
が
、
大
変
に
時

間
の
か
か
る
手
順
で
あ
る
。
同

研
究
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
設
計
の

段
階
で
、
量
産
条
件
の
検
討
と

同
時
に
量
産
段
階
に
お
け
る
工

程
管
理
条
件
を
検
討
す
る
方
法

を
示
し
た
こ
と
を
評
価
し
た
。

　
ま
た
、
工
程
管
理
に
適
用
す

る
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
設
計
に
お

い
て
、
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
設
計
を

応
用
し
た
設
計
法
は
汎
用
性
が

あ
り
、
大
い
に
参
考
と
な
る
こ

と
も
評
価
し
た
。

公
益
財
団
法
人
精
密
測
定
技
術
振
興
財
団
品
質
工
学
賞
論
文
賞

金賞
「
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
射
出
成
形
品
の

均
一
充
填
性
評
価

２

―
偏
光
透
過
光

を
特
性
と
し
た
充
填
性
の
評
価
―
」

品
質
工
学
　
Ｖ
ｏ
ｌ．

　

４

　
櫻
井
基
樹
氏

写
真

日
本

大
学

、
矢
野
耕
也
氏

ツ
ム

ラ

、
大
澤
紘
一
氏

日
本
大

学

、
徐
世
中
氏

山
城
精
機

製
作
所

、
堀
信
夫
氏

同

＊

　
品
質
工
学
で
は
射
出
成
形
の

技
術
開
発
に
寸
法
転
写
性
を
使

う
事
例
が
多
い
。
射
出
成
形
は

金
型
内
へ
の
樹
脂
の
均
一
な
充

填
が
理
想
で
あ
り
、
転
写
性
は

理
想
か
ら
の
ば
ら
つ
き
を
評
価

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

同
研
究
は
偏
光
板
を
使
っ
た
透

過
光
デ
ー
タ
と
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
充
填
の

ば
ら
つ
き
を
評
価
す
る
方
法
を

考
案
し
て
い
る
。
評
価
方
法
の

考
案
と
そ
の
方
法
に
よ
り
均
一

充
填
が
理
想
で
あ
る
こ
と
の
実

証
を
評
価
し
た
。
理
論
に
よ
る

だ
け
で
は
な
く
、
実
物
で
示
す

実
証
は
学
問
の
発
展
に
必
須
で

あ
る
。

　
ま
た
、
偏
光
板
な
ど
に
よ
る

光
学
的
な
目
視
評
価
を
Ｍ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
数
量
化
す
る
評

価
方
法
は
、
レ
ン
ズ
な
ど
の
複

雑
な
形
状
の
目
視
評
価
の
数
量

化
を
可
能
と
す
る
も
の
で
、
今

後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。
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